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出 口 厚 実
EI　contraste　y　la　semantica　de　las　vocales　finales
－a／℃en　los　Rombres　inan量mados　del　espa負01．
Atsum圭DEGUCHI
　La　estructura　fonol6gica　del　espafiol　tiene　por　caracterfstica　Ia　predominaci6n　de
silabas　abiertas　formadas　con　5　fonemas　vocales！a1，！e1，1i1，！o！，1u！como　centro　de
Ia　silaba．　Siendo　estas　vocales　miembros　constituyentes　de　los　morfemas，　no　desem－
pehan　una　funci6n　positiva　por　sf　solas，　sin　embargo　el　contraste　de　dos　o　mas　vocales
hace　gramaticalmente　un　papel　muy　importante　tanto　en玉a　conlugaci6n　del　verbo　como
．en　otras　partes　de　la　oraci6n．　De　estos　contrastes　vocalicos　aquf　va　a　ser　estudiado　eI
de　dos　vocales－a1－o　en　Ia創t漁a　sflaba　de　los　nombres　inanimados　con　atenci6n　a　sus
antecedcntes　en　el　Iatf王1　y　a　su　f◎rmaci6n　diacr6nica．
事」
　　イスパニア語の音韻構造は5音素1a1，1e！，1i！，！01，！u1による’母音1二1コ心の蘭音衡了構成の優勢
にその特徴をみることができるきこれらの母音は，前置詞や接続詞の1a！，1i～e1，10～u1のよう
に完全な独立形態素になることもあるが，ほとんどが語根・接辞の構成分子であって子音と不可
分的に結合するために母音自身が独立性を主張することは稀である。しかし2鰯以上の母音の対
比に文法的，意味的に有効な・鋤きが認められる場合が少なくない。例えば動詞活用において・母音
対比がしばしば璽要な役割を果す。amA！amE，　vinE！vinoではそれぞれ一A1－E，－E！－oの2母
音対比が法・　IFIwuG・人称を決定している。文法的音韻転換は語末音節の母音に行なわれるのが原
則であって，その他の位置にこのような環象が起こるのは例外的と書えよう：v．gr．　comEmos
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一comlmos－comAmos。これら1人称複数形は中間3母音E－1－Aの交換によって疸説法現在・直
説法過去・接続法現在という動詞の文法的カテゴリーを表わす。同様にtomAmos－tomEmos；
abrlmos－abrAmosのA－E，1－A　2母音対立が時制・法の弁別手段となっている。規則活用動
罰のすべてに適応されるA－E，1－A；E－1－Aと同蒔にある限定された範囲の動調意味分野に機能
する£－A，1－A，A－E及びA－1，　E－Aの対比が存在する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文法麗係
　　　　　例　　　　　　　　　　　　　　　←一一→　　　　　　　　　　　　　　例
灘；：讐　駿・讐一一欝監
　また同一形態の対立が動詞内部だけに限らず，動詞と弛の構成要素との間に異種の文法関係を
示すことがある。1ama！－1amo1には2種類の異なる対比があるのに気付く。即ち61　ama（ella
ama＿）：yo　amoを恩い浮べると共にel　ama（una　ama．．．）：el　amo（un　amo＿）なる名詞概念
の対称を認める。最終音郷の母音転換は名詞の文法的範臨にも及んでいるが，動詞に見られる非
語末音簸の母音交換を名調に適用すると，無関係な別語形と意識される。1kasa1：1kosa1：1kisa／
や1kaso！：1koso1：！keso1の第一音節にある1a1：101：！i1または1a1：101：1e1の対照は文法約に
も意味論的にも何ら有意な対立を構成しない。　amontar！amAntar；calabozo！calabAzoも偶然
に特定音簸巾の母音のみを除いて共通の形をしているに過ぎない。ところでfruta！frutoの2語
を対比すると，語尾一aたoは両者の文法的性の指標という副次的機能と並んで一定の意味範囲内
での語義の差異を決定する本質的関係を包含するように思われる。この他huerta！huerto，　lefia！
Iefioなど，類似の対立様式が存在するが，これらは（el）ama！amoとは同じ麗係ではない。前
者には意味対応の不規則性・多様性があり，後者の場合，活動体（有性物）名詞における生物学的
性の規則的対応が明確である。fruta！frutoに代表されるように，不活動体（無性物）名詞におけ
る母音対立のなかで特に多くまたその形態素的機能の大きい一a1－oを通疇的側面に考慮を払いっ
つ考察し，現代イスパニア語の語彙意味体系の把握の一助としたい。
1　語末周：音の形態とその成立
　イスパニア語では名詞語形の基本形（単数形）が語尾に一a，－e，－oなどの母音を持つ場合が著
しく多い。特に一a，－o語尾の頻出は初学者の誰しもがすぐに気づく程であるが，実際どの程度
が語末開音節であるのか，また一a，－oを末尾母音としているのだろうか。単に語学教授上の規
準としてのみならず，いわゆるbasic　vocabulary　として信頼度の高いHarry　J．　Russelのリ
ストを用いて，名詞語尾による簡単な分類を試みた。Keniston等の調査で出現頻度数が上位に
ランクされた語に，更に科学的方法により決定された追加重要語を加えた上記リストの総語数
2，776語に占める名嗣1，　349を語羅によって分類すると次の遜りである。
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　上表で晃る限り一a，－oは他を圧倒しており，両者を合わせると全体の2／3を越える。また前述
の語彙集には男女爾形をもっ名詞に対し男性形のみが掲げられていることを考慮に入れねばなら
ない。例えばmuchachaは当然基本語彙の中に数えられるべきであるがこのリストの見出し語
には現われていない。従って名詞総数中に含まれる一a，－o語尾名詞の割合は更に大きくなるも
のと見て差支えないであろう。－a，－o語尾以外でもかなり少数の母音と子音に集中しており，
－a，－oに次いで多いのは母音一eと子音一n，－d，－rでc，u，　j，　f，　y，等は例外的少数である。
　歴史的にはこれらの名詞末尾母音はラテン語対格語尾母音に遡る。俗ラテン語では既に第4格
変と第5格変はそれぞれ第2・第1格変と区別されなくなった結果，語尾の特徴として一a（第1
格変），－o（第2格変），－eまたは子音（第3格変）の3通りに吸収された。これが現代イスパニ
ア語にも引き継がれて，前表のようにその比率は全体を概ね3等分（454：476：415）している。
俗ラテン語からイスパニア語への移行過程での音韻変佑は中性名詞の特徴語末子音を消失させ，
それを男性化したために，語尾にあっても明瞭な音色を維持している一ai－oは文性的性に対応す
る明快かつ基本的な指癬｛となった。ギリシャ語源の外来語や，後部切断によって生じた省略語を
除けば，例外は数える程である。
丑　一a1－oの一般朗意昧
　文法上の性は生物学的セックスを有するものに対しその性別の必要性に癒じて一a1－oを同～語
幹に付撫することにより表わされる原期はラテン語を受け継いでいる。しかし古典ラテン語には
自然性の性別としての一a，－usとは無関係に，少数ではあるが無性物を意味する名詞にもこれら
の語尾の対立があって，それらは多かれ少かれ語源的有縁性をもっていた。porta！portusは現
代イスパニア語にほぼ原義のままpuerta！puertoの対立をもって継承されている～例である。こ
の場合‘扉，入騨と‘港’の意味は同根の印欧語根V颪に由来するものと考えられる。勿論，
外形上一a1－o対比を見せていても必ずしも同じ語根から派生したとは限らず，ある時代で異形で
あった2語が一方または双方の蒙った音韻変化で語幹を変形されたため，あたかも同族語のよう
に認められる形態をとるようになった例も少なくない。イスパニア語cera！ceroは児せかけの一a
！－o対立であって，語源的に両語は別箇のものである。ceraはlat．　cera‘蝋’から出ているが
ceroの方はアラビア語源の中世ラテン語cifra‘ゼロ’に由来する。
　特に注Elしなけれぱならないのは，イベリア半混のロマンス語として独自の発達をとげ始めて
以来，カスティリヤ語にこの一a／－o対立の現象が増加する傾向を示し，既存の一aまたは一〇語尾
の名調に対し俗ラテン語時代になかった新語義を持つ語形が対亦の一〇，－aを語尾として多数派
生したaとである。これにはイスパニア語語末母音一a，－o音の音韻的安定が前提になっており，
その結果，同音異義語や～音多義語の頻出を防ぐ有効な手段として，この様な類音語併用を確立
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した。逆にこれが語尾愚音を明瞭に維持するのに寄与するという一面も考慮される。
　有契的な語彙体系を構成している対立としては，果実・樹木名にみられる。manzana！man－
zanoの様に，樹木を表わす一〇語尾名詞はその果実を意味する一a語尾の名詞と対になっている。
この一aはラテン語中性名詞の複数語尾であり，元来果実の集合体を意味していた。Iat．　hortus
はhuertoとなったがイスパニア語はhuertaを付け加えた。　espino‘さんざし’はespina＜lat．
spina‘鰐から派生した同族語である。　rama／ramo‘枝’では前者は後者よりも新しい陪代に生
まれたものであるが，意味上の差は小さく，ramoはramaよりも小さい感じがし又，比喩的派
生的意義では若干違いがある。これらの一次語に加えて接尾辞にもこの一a1－o対立がしばしば見
られるのは当然である。－era！eroを示す語は彩しい数に達するし，　barca！barco＞barquilla！
－
barquilloの如く一illaノーilloの示小接辞により既存の対立の上に更に一対を加えたものも発見さ
れる。
　このように複雑多岐な成因をもつイスパニア語の語尾一a！－o対称名詞を不活動体～次語に限定
して，その形成と意味論的範薦を探り出す手掛りを求めることがここでの目的であり，－a1－o対
立の構造と意味との一般的相関々係の存否あるいは両者間に意味論的定則を認め得るものかどう
かについての問題への接近を目指し，多様な対立例をいくつかのグループに分類し検討してみた
い〉尚，便宜上現代イスパニア語の名詞を語源的構成要素を基準として，次の如く分類し，それ
ぞれの記号を用いることにする。
　N一ラテン語名詞に起源をもつ語　　　　N仏イスパニア語名詞から派生した語
A－　　〃　形容詞　　〃　　　　　　　　A！一　　〃　　　形容詞　　〃
　V－　　〃　動　詞　　〃　　　　　’　　VL　　〃　　　動　詞　　〃
　E一基層語（非ラテン語源語）及びAdstrata（外来借用語）
例えばNa－N！oと表示すれば，語尾一aをもちその語源がラテン語に遡られる名詞と，語尾一〇
名詞でNaあるいは他のイスパニア語名詞から派生した名詞との対称を惹味し，しかも両者は同
一語源に帰する。すなわちN，A，　V－Nt，　A！，　V！には原則として由来的繋がりが認められる
ものとする。－a1－oの対立が明らかに異根に属する場合はNa2：－N’oのように≒を以って示す。
　1．　Na－Noの対立
　現一a！－oのIH9！式ともいうべき一a1－us，－a！－umの対語が既にラテン語に見られるものがあ
り，それに対応した対立が現存している場合がかなりある。
　anima！animoはlat．　anima！animusの語形と正しく相似している。尤もこれらはcultismo
であって，1at．　animaの直系子孫はpost6nicaの母音消失とnの異化を受けたalmaに見出さ
れる。pala‘シャベル’1palo‘棒’くlat．　pAla‘鋤’1P譲us‘柱，丸太’は原意味に近い対立を維
持している。naba！nabo‘蕪’もlat．　napa！napusに源をもち，　clava！clavoはlat．　clava‘視棒’
ノc！2xrus‘釘’を原型にしている。　barba！barbo＜王at．　barba‘ひげ’／barbus‘白魚’も同様Na－
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No対立である。　cincha‘馬の腹帯’！cincho‘帯金’＜1at．　cingula！cingulumで元の意味を留め
ているが一〇形にはcultismoのcingu1o‘法衣の絹ひも’が共存している。　bicha！bicho両語と
もlat．　b6stiaから出ているが一〇形は古典時代のbestiaに代って使われ始めた俗ラテン語
bestiusがgallego－portugu6sのbich6を経てカスティリヤ語に入ったものと考えられる。イ
スパニア語でbichaは　‘蛇’，　bichoは‘虫けら’の意にそれぞれ特殊化された。　lat．　manica
‘tunicaの袖’及び派生語たるlat．　vg．　manicusからmanga！mango・・‘袖’1‘柄’の対立が生じ
た。俗ラテン語capitia＜lat．　caputと1at・capitium‘頭被’とがcabeza！cabezo‘山頂’を与
えた。同じ‘頭’の意で14世紀頃まで使われたtiesta＜lat．　tEsta‘土器’はtiestoくt6stu‘鉢’と平
行しているがtiestaの方は‘たるの鏡板の縁’を意味するに至り，‘頭’の比喩的意義がtestaに
復活した。Iat．　bracchiumの複数であるbracchia‘両腕を広げた幅，尋’からbraza‘尋’が生
まれ，brazo＜bracchiumと対をつくっている。　acta！actoはlat．　actumの複数形actaとactus
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に対応する。中性名詞の複数形がその単体の複数又は集合概念だけでなく他の意義を概にラテン
語に持っておりそれが現代に受け継がれている例に更にgesta！gesto力弐あげられる。　gestum
‘行なわれた事’の複数は‘手柄’の意味にも使われていてgesto＜1at．　gestus‘振舞，身振り’と
共に一a1－o対立を見せている。
　puerta！puertoは前に述べた様にIat．　porta！portusに遡るが両語には共通の語根を認める。
pila！pi！o‘投げ槍’＜lat．　pila‘臼’1pilum‘投げ槍’も同じ語根に拠ると思われる。　ラテン語に
あったcaballa‘牝馬’1caballus‘罵馬’のうち前者に対応するイスパニアme　caballaは‘鯖’を意
味し，caballoは広義の一般的‘馬’になった。‘牝馬’はyegua＜lat．　equaによって表わされる。
lat．　quadra！quadrumは共に‘正方形’を意味していたが，　esp．　cuadraは‘馬小屋’に使われる
ようになり，cuadroが原義を残している、
　2．　Na－No＜1at．申性名詞
　この型式はラテン語中性名調の単複両形に由来する対立であって実例がかなり豊憲である。
lat．　lignum‘材木’はlefia／lefioの共通語源でlefia‘たきぎ’が1e負o‘丸太’に対し集合的意味
の痕跡を残している。集合的に‘帆’の意昧であったlat．　v61a　pl．＜velumでは集合性の原義は
薄れ，イスパニア語で複数形velasが出現して女性単数名詞化した。一方velumは‘ベール’の
転義を得てveloに生きている。　hueva‘魚の卵’！huevoも1at．6va　pL＜6vum‘卵’から出て
いると思われる。‘羅，什器’を意味する1at．　v2sはvasa！vasoを生じさせたが前者vasa°食器一
式’には元来申性複数語ee　－aの特徴である集合概念の名残りが見られる。ラテン語で‘回転機，
拷問具’また比喩的に　‘苦悩’の意味をもっていたtormentumはその単数形がイスパニア語
tormentoに抽象名詞として引き継がれpl．　tormentaは専ら‘嵐’の転義で使われるtormenta
となっている。ceja‘尉1cejo‘朝の川霧’はlat．　cilium‘まぶた，腱毛’に，　coIlseja！consejo
はそれぞれ1at．　consilium‘忠告，相談’の単複形に由来する。　dicha‘幸福’1dicho‘言辞’はい
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ずれも1at．　dictumが音韻変化を蒙った結果であり，複数形dicta‘言辞，約束’→‘神託，予言’
→‘幸運’の意味変化がたどられる。lat．　fata　pl．／fatum‘神託，運’がhado／hado＜fada！fado
の対立を惹き起している。‘唇’Iabrum（labium）のP1。がlabia‘多弁’を与えて1abia！labio
が存在する。grana！granoは明らかにlat．　granum‘穀粒’が語源であるが，　grana‘えんじ虫’
はイスパニア語で生じた新しい語義である。cuernaには‘角盃’と‘（集合的に）角’の両義があ
るが，後者は1at．　com且‘角’の複数形cornuaに遡りcuerno＜1at．　cornu（単数）と対を成し
ている。fila！filo及び同系のhila／hiloもlat．　fllum‘糸’の単複形と関連づけられよう。
　punta！puhtoについては基底となるラテン語中性名詞「punctum‘突くこと，点’が考えられ
るが，－a形にはpungereの完了分調から派生したと推定される後期ラテン語punctaとも関係
している。尚，huesa！huesoの場合，　lat．　os‘骨’がhuesoとなったのは確かであるが，複数形
ossa‘骨格，骨組’とhuesa‘墓穴’は語源を異にし，後者はfuesa＜fosa＜lat．　fossa‘堀，穴’か
ら来ているものとみられる。
　3．Na－No＝＝果実一果樹の対立
　俗ラテン語からロマンス語の成立を経て，イスパニア語に至る発達過程での形態部における中
性の消失は，樹木とその果実を表わす語の意味の変化・転移に大きな影響を及ぼした。現在Na
－No，　Na－N！o，　N！a－No，　Ea－N！o，　N’a－Eoの諸形式の対立の申にかなり明確に意識されて
いる果実名一樹木名の関係は，ラテン語中性名詞複数の女性単数化と対応女性語尾の男性化に伴
う意味変化によって生じたNa－No＝　果実一樹木の原式がイスパニア語に広範囲に定着して類
似の諸形式に波及したもので，今日も語形成力を央っていない。古典ラテン語で樹木は恐ら
く神話的理由（樹木にnymphaeが住むという）によって女性名講であったが．神話的要素から
の解放あるいはその他の原因によって他のロマンス語と同様カスティリヤ語もこれを男性化し
た。これに伴い女性名調であった‘木’arbor（arbos）も男性へ移行した。果樹名が一us語尾を
もち第2格変に属す女性名調であった時，ラテン語には次のような3語尾の対立が見られた：
cerasus　i）f．‘桜桃’1cerasum（cerasium）n．　sg．‘さくらんぼ’（単体）1cerasa　n．　pl．‘さくらん
ぼ’（集合的）。ところが樹木名が男性化し，格の混同消失の結果中性が男性名詞と同一視され，
したがって一us！－um・＝樹木1果実は実際上区別されなくなり‘桜桃木’と‘さくらんぼ（個体）’は
岡一語形cerasuになってしまったために，何らかの方法により，少なくとも樹と実の相違を維
持する必要が起った。cerasus！－umの場合はcerasuから‘果実’の意義が消え，ただ‘桜桃木」’
に限定された。他方cerasaはその語尾からして女性単数名調として意識されるに従って複数概
念は忘れられて行き，果実の単体，かつてcerasumで表わされたものを意味するに至った。す
なわち一us果樹！－um果実（単）1－a果実（集）から一〇果樹1－a果実（単）1－as果実（複）
の対立，cerezo！cereza！cerezasへと移行した。方言形pruna‘梅の実’1pruno‘梅の木’の対称
も扇様な過程を経過して1at．　prUnu鶏臓‘李’1pranus‘李の樹’から出ている。　‘果実’とc果1鐘
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とが曖昧になったため一U形から両義とも失われて，‘樹’は形容詞接尾辞をとった補強形により示
されるケースも起こるきlat．　pirusはperal＜（arbor）piraris（－alis）にとって代られて複数の中
性piraが側々の‘梨’peraを与え，新型式pera正！pera！perasが生まれて，　piruは消失した。現
代イスパニア語ではperoは別品種‘梨りんご’の意義をもって生きている。但しアルゼンチン
ではperoがperalに代り用いられ，従ってpero！pera！peras関孫が再建されているのは興味
深い。ficusのように当初の対立がなく2），－us　f．果実・樹木を同時に表わしていた語は一〇＜一us
が‘実’のみを示し，‘樹’を表わすために接尾辞一百r量u5をとった形容詞女性形（arbor）ficaria
からhigueraとなってなって，語幹が異なるばかりか一a1－oの関係に逆転している例もある。
p6mus　f．‘果樹’，　p6mum　n．‘果実’はラテン語縛代に既に混同され始めていてpδmumも‘果樹’
の意を有していたが，pδmus！p6mum！p6ma＞psmu！p6maになり一a形式は一般的な‘果実’か
ら‘りんご’に特殊化されpomaにその複数形pomasと平行して発展している。尚pomaは後
にmanzanaに誹除されて現在ではりんごの一品種名として原義の名残りを残している。又pomG
〈p6muはpomaよりは意味の広がりを持つ‘りんご類の果物’となっている。ここでは一a！－o
が果実1果実に帰して，果樹は系統の異なるmanzanoが引き受けている5このように果実1果樹
の対立の中で樹木語が衰退し完全に消失したり，派生語形や新造語によって表わされる例が存在
する一方，逆に本来そなえていなかったか又は区別が曖昧であった‘樹’の意味を強化するために
一a1－oに分離して対照を明確化した場合も発晃される。オリーブの実を示す普通の語はaceitu－
naであるが，　lat．01ivaから出たoliva！01ivoが一般的果実1果樹関係を成立させている。　lat．
olivaはオリーブの木，’ 実，枝等漠然とした意味であり，01ivum‘オリーブ油’と対立していた。
01ivaから‘樹’の語義の脱落が起こり果実に限定されていったが，今ではアラビア語系の競争
語aceitunaに地を譲りつつある。同時に‘オリーブ油’ollvumも同系のaceiteによって表わ
されるようになった結果，－um形は多数の一〇！樹木語の類推により01iv◎‘オリーブ（木）’と
して定着した。又aceitunaからは01iva／olivoと平行するように一a1－o対立意識に支持され
てaceituno（＝olivO）が誕生した。　lat．　castanea‘栗’＜形容詞castaneusはarbOr　Castanea
とnux　castaneaの爾者を意味していたが，　arborの男性化と相まって‘栗の木’はcastafioと
変化しcastafiaとの対立を生んだ。　Iat．　castaneaはギリシャ語κασταソoり‘栗の実’を移入した
ものであるが，これは栗の産地として知られるPontusにある都市名Kασταリαに由来するとい
われる。上例に見られるように，Na－N◎＝：果実一果樹からEa－N！G＝果実一樹木（aceituna
！aceituno）やNa－N’o　・SR〈実一樹木（castafia！castafao）の類似形式が派生した。
　梅を意味する現代イスパニア語ciruela！cirueloの歴史をたどれば，ラテン語でcereola　prttna
‘ろう色の李’と呼ばれていたものの形容詞だけが残り‘実’を表わすci無elaとなって，後に樹
木語clrueloを得て対立を構成したζとがわかる。果実につけられていた固有名詞起源の形容詞
が独立して名覇になったものとしては，manzana1－o，　aveHana1－oがある。　B．　C．1批紀の農
芸家Caius　Matiusから発するといわれる有名な一品種，　lat．　vg．　mala　mattianaの後部のみ
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残ったmattianaをへてmanzanaに変り，対癒男性形manzanoも現れた。これは古典ラテン
語malum‘りんごの果’，　malus‘りんごの木’の対立が既に崩壊し，－a　1－u（o）＝果実！樹木が確
立しはじめていた時代に生じた。‘はしばみ’aveHanaはその産地であったCam傾niaのAbella
を冠したavellana　nuxが語源で後にその樹木を意味する　avelianoが作られた。　almendral
almendro‘アーモンド’＜lat．　amygdalaはギリシャ語αμひ7∂α20レに起源をもつが，正at．後期に
は一a，～um，－usの3形を有し，－a，－umが混同され，いずれも実・木の両意に用いられた。
　－a1－o　＝＝‘実’1‘樹’はアラビア人の侵入や新太陸の探険等によって移入された多くの新植物に対
しても適用されてEa－N！◎又はN！a－Eoの対立が成立する。　Arab．　naranjからくるnaranja
は殆ど同時にその樹木naranjoを対置させていた。‘バナナ’banana！bananoはべネスエラ北東
のchaima族の言語あるいは西インド諸島のtaino語に由来するといわれるが，一方では1at．
／Platanus　f．‘すずかけの木’を受け継いだplatanoがアメリカ太陸で新語義（環banana1－o）に用
いられるようになり，植物全体と実とを区別しない。pimienta！pimientoの一a！－oは現代語に
おいては他の植物名に見られる関係から外れる。今日の意味には，‘胡轍の実’1‘唐辛子’の差があ
り，別の植物の実又は植物全体と果実の両方を指している。pimientaの木は普通pimenteroで
示されるがpimientoを用いる場合もある。語源の1at．申性名詞pigmentum‘染料’の複数形
は‘薬剤・薬味’の意で使用され始めていた。その他にも果実1樹木対応の例は見られるが次のよ
うな種々の語源の語はその一部分である。
　テラン語から
　　azarolla／－oさんざしくlat．　acerabula，　cidra！－oまるぶしゆかんくlat．　citrus1－um，　granada
　1－oざくろくlat．　granatum，　guiRjaたoなっめく正at。　zizyphum，　jinja！－oなつめくlat．　z三zy・
　phum，　serba！－oななかまどくlat．　serbum1－us
　アラビア語から
acerola！－o西洋さんざし，　azufaifa！－oなっめ，　toronja1－oザボン
　アメリカ原住民語から
　　9uaba！－o＝9uama！－oグワモ，　guaranga1－oアカシア，拍cuma1－oルクモ，tapara1－oひょ
　うたん，totuma！－oひょうたん
　フランス語から
　　frambuesa！－o木いちご，　sangiiesa！－o木いちご
　語源不詳
　　agavanza！－o野ばら，　gavanza1－o（－a形は花）野いばら，　guinda1－oみざくら，guindiHa
　！－oてんじくまもり
　更に一ai－oを‘実’！‘木’の対応に止めず，特に人聞生活に有用な一部分と金体との対照へと拡
大使用する傾向がある。‘菩提樹’tila＜lat．　tillaは一般式に合致する後発の一〇形tiloと競合
しこれに数れ現代ではほぼtiloに圏定しつつある。しかしtilaは煎じて飲用される‘菩提樹の
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花’と薬効あるというその‘煎茶’の意味に用いられる。canela‘肉桂’＜1at．　cannel1aに対する
cane1o‘肉桂樹’やquinaキナ皮くケチュア語？に対するquino‘キナ樹’にも同様な関係が認
められる。
　4．　Na－Noく同一語
　2．のNa－No＜中性名詞の場合と類似しているが，対癒語尾の原型をラテン語に持たない点が
相違する。raya！rayoは共にlat．　radiusの派生語と晃られ，前者はradiusにあった‘車輪軸’
から‘線’となり，rayoの方は‘光線’の意味を継承している3）。
　5．Na－N！o，　N！a－Noの対立
　ラテン語名詞に起源をもつ一a又は一〇語尾の名詞がイスパニア語において対恋名詞を派生させ
た場合で，これに属する実例は相当数に達する。従ってここで全てを取り上げることは不可能で
あるので主要なもの，タイプの異なる代表的なものを申心に検討してみたい。最左欄に掲げられ
たN！が歴吏的に一番新しい語形で，これはNから派生し，Nは右欄のラテン語に起源をもってい
る。
　a）　N！a－No対立語
　　　　　N！a　　　　　　　　＜
anillaカーテンの掛輪
campa禿地
canasta柳篭
cangreja不平行四辺形の帆
C6ntara　壷
cepa根本
cribaふるい
cuchilla匁物
cueraゲートルの一種
cuerna角さかずき
cufiaくさび
fruta果物
grada段
huerta果オ封園
正oma丘
manta毛布
poza　ガく溜り
　　　No　　　　　〈
anill◎輪
campO野原
canasto深い柳篭
cangrejo　カ〉｝こ
cantaro　壷
cepo太枝
criboふるい
cuchMo小刀
cuero皮
cuerno角
cufio刻印
frut◎果実
grado度
huert◎果樹の植込み
10mo背
mantoマント
pozo井戸
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　　　　　lat。
inulus指輪
campus平地
canastrum　籾雁篭
cancriculum甲殻類
cantharus大杯
cippus尖り棒
cribrumふるい
cultellUS小刀
corium皮
corn9角
cuneUS　くさび
fructus果実
gradus歩み
hortUS庭
lumbus腰
mantumマント
puteus井戸
Ib）
racima葡萄の小房
rama枝
r頗a蛸かぎ
rastra跡
rfa　瀞］入］ll
risa笑い
saca大袋
serena夜欝
Na－N！o対立語
　　　　　N！0　　　　　＜
barco船
boto小形革袋
bolsoハンドバツグ
campano鈴
cenizO〔植〕あかざ．
cesto大かご
．C1garro葉巻
copo糸畠・夢嶽三藍
corchoコルク皮
．cuboバケツ
cuenco木椀
．cuesto　岡
espigO（道具の柄へ差す）
　　　　　　差し込み
espinoさんざし
hach◎松明かがり
hoyo　ノ∫＼ク〈
madero丸太
maZo大槌
mOSCO蚊
orlllO織り縁
rento　iJxf’is薯3｝
sayo上っ信1り
tejo石蹴玉
raClmo鍔
ramo小枝
ra血o海ます
rastro跡
rfo川
riso笑い
sacO袋
sereno夜露
　　　Na
barca小舟
bota　藁二袋
bolsa袋
campana鐘
ceniza灰
cestaかご
cigarra蝉
copa盃
corcha　コノレク
cuba樽
cuenca鉢
cuesta坂
・　　　　　fl．
eSPIga　麗1
espina　束il
hacha　オ1公明
hoya穴
madera本材
maza槌鉾
mosca蝿
orilla縁，彫
renta年金
sayaスカート
teja瓦
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＜
　　　　　　　　　ロ　ロい　　　　　
rac6muS糊飼の房
rfimus枝
arAneuS蜘蛛
rAstrum鍬，鋤
r1VUS　川
rlsus笑い
saCCUS袋
ser6num晴天
　　　　Iat．
　barca　iJ、舟・
　but宅is　才酉袋
bursaポケット
campana鐘
＊cinisea灰
cista箱
cicada蝉
　cuppa4）盃
cortex樹皮
c⑪a4＞樽
concha貝
costa肋骨
spica穂
spina刺
facula小松明
fovea陥穽
materia材木
＊ma£tea
musca蝿
6ra縁，海岸
redd呈ta
sagia小マント
tδgula瓦
tin（〉桶　　　　　　　　　　　tina染料罵の桶　　　　　tina濾びん
　　　taniCO長着　　　　　　　　tunica外被　　　　　　tunica下着
　　　vend◎織耳　　　　　　　　　venda包帯　　　　　　　vitta細帯
　一a，－oの各語尾が個別に接尾辞のような明確な具体的機能と意昧対象を持っているわけではな
い。ただラテン語の一umと一usの対比が植物（殆ど果樹）：を表わす名詞に対して示してい
た部分い企体の意昧対立の変形として，やはり植物に関して一a！－oの形式的対立が一般的に認
められる生産力のある要素として存在しているだけである。これと並んでラテン語中性名詞から
誕生した一a1－o名詞の存在が，かなり古い時代から類音類義語の対として意識され，造語形式
の一様式として確立発展する潜在的基盤を成していたと考えられる。そこで意味変化・派生の様
式の申で最も基本的なのは指示物に形態的に又は機能的に相似した同一意味領域の物象を表現す
る形式として岡一語幹と対応語尾をもつ新しい語形が生れる場合である。さらに相似にとどまら
ず近似的な意味をもつ変種派生語の構成法としてこの一a1－o対立を多用する傾向が大きくなっ
た。意殊相似の最も一般的な様式は物体の外観・形状を比較し，その客観的類似性を認識して，
それに対亦新語形を与えるものである。－a！－o対立の申には，特に指示物の同種類中での大小の
違いを示す対語が少なくないがこれは上の様式の典型的なものである：barca！barco，　canasta
！canasto，　cesta！cesto，　hoya！hoyo，　huerta！huerto，　rama！ramo，　saca！saco，　etc．これらの例
からもわかるように語尾の一a又は一〇が大形，小形いずれかの示差性を有しているというのではな
く，意味における示大，示小は両語の対照によって相互に規定される。
　同一種物の下位区分として類名詞から対称語尾をとって派生するケースも多く，原名詞はその
まま総称的命名の｛酬直を離壼持するか，あるいは新語と共に語義の野を分割し，意味の近接した対
等の2語となる：bolsa！bo正so，　campana！campano，　cuba！cubo，　cuenca！cuenco，　etc．　fruta！
frutoでは岡一物が樋物学的名称と食生活上での呼び名の差が語尾対立に示されている。すべて
のfrutaは同時にfrutoでもあるが，　frut◎のうちで特に食用に供する水分の多いものがfruta
である。
　しかしまた，－a1－o語尾の2語の意味上の差が小さく，混同されほぼ同義で通用する競争状態
にあることもある：c6ntara／cantaro，　criba！cribo，　rastra／rastro，　serena／sereno，etc．両語の競
合によって一方の新義が生まれ，例えばc翻taro‘土製，陶製の壷’と⑫ntara‘牛乳運搬用の金
属製容器’のように新対立へ向かいつつある場合も晃られる。また一方が衰退し特殊分野の使用
に限られているものにrisa（共通語）！riso（方言・古語）がある。
　形状や機能の相似に対する陰喩によって対洛語尾をもつ新語形が生まれるケースも多い。
cangreja！cangrejo，　cigarra！c三garro，　Ioma／lomo，　grada！grado，　etc．　grada！grado　はラテン
語にあった複義が対立形の派生により分割され比喩的意昧の抽象名詞と具象名調とを対照させて
いる。
　－a！－0が同一物質の加工の有無や物質名詞と普通名詞との対位を示す場合がある。corchaは
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派生語corchoと競争し一時期には同義で使用されたが現在ではcorchoはコルク樫の樹皮で未加
工の状態のものを意味するのに対し，－a形は材質・製品としてのコルクを指す。madera！madero
にも類似の意味関係が認められる。
　類音語対と意昧とのもう一つの関係は意味領域の共有である。一定の意義によって指示される
対象の一部分，特に対象全体の中で関心度の高い部分，換言すれば何らかの仕方で入間生活に有
益で利用価値の大きい部分と，その全体とが一a1℃対立に包まれる場合である）これは最も強力
な一a！－o一般式である果実1樹木及びその変型式の意味関係であり，前節で見たとおり多数の実例
を有している。樹木以外では，racima！racimo，　rfa！rioがこれに属すと思われる。
　このように広範囲に普及したNa－N’o，　N／a－No対立はラテン語源の名詞にとどまらず，非ラ
テン系の古い語や新しい借用語をもその影響下に収め一騒の盛況を呈している。語源については
異説があるが非ラテン系のchancla‘スリッパ’！chanclo‘オーバーシューズ’はN！a－Eo（又は
N！o－Ea）の一例である。下記の語はいずれもEa－N’o形式の対立語である。
　　　　N！O　　　　　　　　＜
balandro小形の
　　　　balandra
banasto柳の丸篭
barreno穿孔器
jarro狭口の取っ手付壷
talegO細長い袋
　　　　　　Ea
balandra　1本マストの
　　　　帆船
banasta柳の大篭
barrena錐
jarra広口の取っ手付壷
talega手下げ袋
＜
fr．　bさ1andre
celt．　benna
arab．　barrina
arab．　charra
arab．　talica
　6。Na－V’o，　No－V！aの対立
　ラテン語名調から出ているNと同根のイスパニア語動詞から派生したV’が一a！－o対立を示す
場合である。
　　　Na
escalaはしご
estera莚
fallaきず
rueda車輪
　　　No
cebo餌
cerCO輪
gobierno政治
pelo毛髪
poyo腰掛石
＜
＜
　正at．
SC21a階段
storea莚
falla詐欺
rota車輪
　Iat．
cibus食物
cirCUS輪
gubernum操縦
pilus毛髪
podium露台
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　　　V！o　　　　　　＜
esca玉Oよじ登り
estero建を引くこと
fallO判決
ruedo回転
　　　V！o　　　　　　＜
ceba　月巴畜負司葦讐
cerca　囲し、
gobierna風見
pela皮をむくこと
poyaパン焼料
　　V
escalar
esterar
fallar
rodar
　　V
cebar
cercar
gobernar
pelar
poya「
　silbo口笛　　　　　　　sibilus口笛　　　　　　silba口笛を吹くこと　　silbar
　trillo麦扱ぎ器　　　　　tribulum打穀車　　　　trilla脱穀（器）　　　　trillar
　tronco幹　　　　　　　truncus幹　　　　　　　tronca先端を切ること　troncar
　viso光沢　　　　　　　　vlsus外観　　　　　　　visaビザ　　　　　　　visar
　この形式にはラテン語名詞起源のNがそれ自身から派生した動調を経へその変化形又は語幹か
らV〆が生じたケースと，ラテン語動調に由来するVからV’が形成された場合の2種類がある。
また動謂から一a！－o両形が派生するのはいずれも第1変化動詞で，V’a，　V’oは動調的意味を特徴
としており，Na，　Noが具体的事物を示すのと対照的である。しかしcebaのごとく‘家畜を肥ら
せること’→‘肥畜飼料’が中心的な意味になっているものもある。この語は同義で用いられてい
たceboを駆遂してしまったようで，後者は今日，主に‘釣や仕掛猟の餌’の意で使われる。
　7．Va－Voの対立
　ラテン語完了分詞の女性形（・中性複数形）と男性形がイスパニア語一a／－o名詞の起源となっ
ているもの。
　　　Va　　　　　　　－　　　　　Vo　　　　　＜　　　　　　　　　　lat．
　conducta行為　　　　　　conducto管　　　　　　　　conductus＜　condacere集める
　data日付　　　　　　　dato資料　　　　　　　datus　　　　dare与える
　farda包み　　　　　　　fardo梱　　　　　　　　fartus　　　　farcire詰め込む
　hitaくぎ　　　　　　　hito道標　　　　　　　fictus　　　　figere固定する
　trecha　eq　9i各　　　　　　　　　　　trecho　聞隔　　　　　　　　　　　tractus　　　　　　trahere　引く
一a形一〇形のどちらか一方がラテン語時代に既に名詞化し始めていたものもある。
　Cintaリボン　　　　　　CintO帯　　　　　　　　CintUS　＜　Cingere帯で巻く
　deuda負債　　　　　　　deudo親戚　　　　　　　d6bitus　　　d§聴fe負う
　fosa墓穴　　　　　　　　foso穴　　　　　　　　　fossus　　　　fodere掘る
　pasa乾葡萄　　　　　　paso歩　　　　　　　　passus　　　　pandere拡げる
　8．V！a－Voの対立
　次の例はlat．完了分詞から生まれた名詞と，同分詞から派生したラテン語動詞を引き継いだ
イスパニア語動詞の派生名詞との対立である。
　　　pista‘足跡’　　く　　pistarすりつぶす　　く　　lat．　p三stare粉にする
　　　pisto‘肉汁’　　＜　　lat．　pistus　　　　　　＜　　pinsere踏みつぶす
9．V／a－Vtoの対立
イスパニア語第1変化動詞の活用形あるいは語斡から生まれたもので，動詞の語源はほとんど
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ラテン語・動詞である。
　　　V！a
・carga荷積み
casca殻
conjura陰謀
crfa飼育
cuenta勘定
deja切り残し
huelgaスト
1fa縄
marea潮
一
　　　　Vo！　　　　K
cargO負撫　　　cargar
cascoかぶと　　　cascar
conjuro　悪藤蓋払し、conjurar
crfo幼児　　　　crlar
cuento物語　　　contar
dejo放棄　　　　dejar
huelgo患　　　holgar
lio包み　　　　liar
mareo船酔　　　marear
　　　　V！a
posa弔鐘
protesta抗議
　　　　　　　ヘロじオロ
roza欝
soba揉み
sosiegaイ木憩、
tienta　検査
traza設計図
trova詩
marra欠如
一
　　　　V／o　　　　＜
poso沈澱物　　　posar
protesto　才巨糸色証霧：pro重estar
rOZO除草
sobo揉み
sosiego　平案憲
tiento探り
trazO線
trOVO詩
marro誤
rozar
sobar
sosega「
tentar
trazar
trovar
marrar
10．Aa－Aoの対立
　ラテン語形容詞から派生した対名調であるがイスパニア語で完全に名詞化した実例は少なく，
多くは形容調であって名詞に転用されるものである。
　　　　　・Aa　　　　　　　　　　　　　　Ao　　　　　　　　　　＜　　　　　　1at．
　　　galga日石　　　　　　galgoグレイハゥンド犬　　　　　gallicusガリアの
　　　Plata銀　　　　　　　　plato皿　　　　　　　　　　　　　Plattus平たい
　　　rubia茜　　　　　　　　　rubio〔恕、〕かながしら　　　　　　　　rubeus赤味がかった
　　　zanca鳥の脚　　　　　　zanco竹，鴨　　　　　　　　　　　“strambicus曲った
　11．　疑似対’立
　ラテン語に既に存在していた一a1－o対立や，現代イスパニア語成立過程の中閥段蔭で生じた対
立のうちで，現代語に存続しているものをこれまで取り上げてきた。これら一対の名詞間には派
生闘係か，密接な歴史的由来麗・係が認められるものであった。他方，ラテン語で異根・類音がそ
のまま今日に続いていたり，かつて異形・異義の2語が音韻変化の結果あたかも同一語根に一a！
℃語尾をとったかのごとき外観を有する語や，ラテン系の語に類音の外来語が進入したために，
あるいは非ラテン系基層語とラテン語との並列などにより，見せかけの形式対立をなすようにな
った対語も少くない。例外的現象であるがreina！re呈n◎のようにラテン語々源において同根・非
対立であった2語が，－a1－oの外見的対立へ移行した例もある。
a）Na≒No
　ラテン語に発見される一a／－us，－um等の語尾対称で両者關に語形成上の連繋がなかっと考え
られるものがそのままイスパニア語に対感対立をもって存続しているか又はCUltismoにより再
建されているものがある。arca‘箱’ノarco‘弓形’はほ｛ま同義のlat．　arca！arcusに源を発してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9◎
るし，funda‘カバー’1fundo‘重包駈’もlat．　funda‘袋’1fundus‘地所’の写しであるが，各対
の語幹には共通の意味がない。　‘やすり’の意の1ima＜lat．　limaと‘泥’の！圭mo＜1a£．　Hmus
は異根で，limusの方は独語Lehm‘粘土’，莫語1ime‘鳥もち’などにも兇られる“ねばねばし
た状態”を基底とする印欧語根に遡る。carpa‘鰹’1carpo‘手首’も1at．　carpa！carpusから出
ている。lat．　casa！casusはcasa！casoを与えたがlat。　casusの原義‘落下’はcafdaで表わ
され，casoは‘場合，格’などの意昧で用いられる。　pica‘かささぎ，槍’1pico‘嚇，きつつき’
＜lat．　pica‘かささぎ’！picus‘音羽きつつぎにはある種の有縁関係の可能性があるように思わ
れる。次に示すのは異音非対立のラテン語が現代イスパニア語で一a1－oの疑似対立を構成してい
る例である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の
　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rNa
ana長さの単位
acera歩道
bola玉
ceraろう
cosa事物
estera莚
foca　l毎秀勺
1adaシスツス
1echa魚の精液
plaza広場
reina女ig
salma頓
sena酪子の6
S圭gla頭字略称
suela靴底
trama横糸
trena革帯
pulpa肉
vera縁
lat．
ulna前腕
＊faciaria
bulla球
ceraろう
causa原因
storea建
　phoca　評毎蓼勺
lada
lac乳
plattea広場
regina女王
sagma鞍
　Sδna（S§ni
sigla略号
6の）
soleaサンダル
t畷ma横糸
trina（trini　3の）
pulpa肉
6ra縁
　viciaスズメノエンドウvicciaヤハズエンドゥvicio欠占
b）Na≒Vo
　veta縞目　　　　　　vltta細帯　　　　　veto禁止
c）　Ea≒No，　Ao，　Vo；Na≒Eo
　　ラテン語源の語と非ラテン系基届語又は借用語
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　　No　　　　　＜
ano肛門
acero鋼
bolo棒
ceroゼ’口
COSO闘牛場
estero　JII［コ
foco　焦！獣
lado側
lechoベッド
P玉azo　菊1限
reino王国
salmo賛美歌
seno　・謬芝
sig10－itl：紀
suelO地面
tramo区間
treno嘆き
pu王po　虫肖
vero　羅真著召
　　　　　＼，い、
　　正at．
anus紅門
aciarium鋼の先端
bolUS般の一投
cifraゼロ
curSUS走路　　、
aestuZrium沢
focusかまど，火
latUS　俣q面
lectUSベツド
placitus決められた（臼）
跨gnum王国
psalmus賛美歌
sinUS屈曲
saeculum世代
solum土
t癒mes側道’
threnus悲歌
P61ypus　ポリフ゜
varius雑色の
vit圭um過失
vet6　＜　vetare
（ラテン語を経て導入されたものを除く）とが
●
偶然にも外観上一a！－oの対照を示している。
　　　Na
gramaはま麦
　Ea
＜ 　　　　　lat．
g瓶mina　pl．草
く
almuerza両手ですくう分量
balsa水溜り
baya漿果
baza　トランプの勝れの数
cota鎖帷子
fonda宿屋
frasca小枝
gabarra艀
gimnasia体操
gira遠足
joya装身具
setaきのこ
tizaチョーク
tropa軍勢
d）　Na≒V！o，　V！a：一：No
　　carda硫くこと　　　く
　　costa海岸
　　cobra手綱
　　talla木彫
　　templaテンペラ
　　tumba墓
e）　V！a≒Eo，　Eo≒V’o
　　alegra穿孔器　　　く
　　doma荒馬馴らし
　　arroba重さの単位
f）　N！a≒No
　a紳era用水溝　　く
特にEの一aに対しラテン系語は℃を
　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　≒
celt．　amblbostea
（6　Pferromano？）
fr．　baie
arab．　bazza
ger皿．　kotta
fr．　fonde
ital．　frasca
ital．　gabarra
9「・gymnasla
fr．　ant．　chiere
fr．　ant．　joie
gr．　sept合
nahuatl　tfca班
fr．　troupe
ラテン語名調から発する語とイスパニア語動詞から派生した、　　　対
　　　　　　　　　　 　　　　　　　cardar
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　costa　｛員11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cδpulaっなぎ紐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tallar
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　templar
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tumba墓
動調からの派生名銅と借用外来語との対立である。
　　　　　　　 　　　　　　　　　　a1egrar　　　　　　　alegrO快速曲　　〈　　ital．　allegrO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　domar　　　　　　　　domo　ドーム　　　　　　ita1．　duom（＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　arab．　rub　　　　　　arrobo’i光惚　　　　　　arrobar
イスパニア語名詞から派生した2次語とNとが一a1－oの対立を兇せている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　agua　7｝く　　　　一　　　　　agttero前兆　　　く　　lat。　augurium　占い
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　　　Eo　　　　　＜
gramoグラム
No，　Ao，　Vo　　＜
almuerZO昼食
　balSO　つりi二1ず痢認
　bayo　l蚕の蛾
　baZO　且卑fi蔵
coto禁猟区
fondo底
frasco瓶
gabarro織りきず
gimnasio体育館
　gir◎旋回
joyo毒麦
seto垣根
tfzo半焼炭
trOPO比喩
　cardoあざみ　く
costo費用
　cobro領収
tallO茎
templo寺院
　tumboよろめき
　　　　　示す語が多い5）o
fr．　gramme
　　　　　　lat．
＊emordium
　balteus帯
　badius赤味を帯びナニ
　　　　〃　　　　　　　　　　　〃
　cautUS監視された
　fundus土台
　fiasca　ギ酋暑簿
claVUS釘
　gymnasium体育館
　gYrus旋園
　101ium　　塁｛重麦
　saeptum　糎｝
titio炭
　tropus　上ヒロ前
　を構成する。
c2rduusあざみ
costar
cobrar
thaHus　茎
templum神殿
tumbar
　aletaひれ　　　　　く　　ala翼　　　　　　　　aletoみさご　　　　1at．　haliaeetus尾白鷲
9）　Ea≒Eo
　非ラテン語源である二語の併立も見られる。barra‘棒’1barro‘泥’：barra　lま語源不詳だがル
ー マニア語を除くロマンス語に共通な語根が推定され，barroはu一マ以前のケルト系語である
と考えられる6）。bata‘部屋着’1bato‘間抜け’：男女の家庭着として用いられる長くゆるい服を
意味するbataはesp。　guata，　fr．　ouate，　ital．　ovatta，　ingl．　wad，　alem．　Watte（いずれも詰め
綿の意）などの一連の語と関連づけられる。すなわちbataが綿入れの服であったためらしい。
batoは吃音で知られるキレネの王B2ttosに由来すると言われる7）。　ropa‘衣類’1ropo‘ロ　一一プ’
：；前者はfr．　robeと同様ゴート語raupaから来ている。　ropoはingl．　ropeの比較的新しい借
用語である。marca‘しるし’1marco‘枠’：共に古から伝わるゲルマン系語であり，恐らく同根
に拠る。
　意味と無関係なこれらの対照的外形はほとんど全て偶然によるもので，その限りにおいては，
語彙の構造と意味との関係の言語学的分析の対象とはならない。しかし2語の音韻的近似が一a1
・－o形式を意識させ，意味の相互依存と正書法上の変化を誘起した例は注目に値する。gira！giro
において，gira‘遠足，旅行’は本来jiraと綴られて，　fr．　ant．　chiereから来ている。　faire　bone
．chiere‘よい顔をする’→‘歓待する，‘ごちそうする’という言い廻しが取り入れられたもので
・chiere自身はesp．　caraと同じく‘顔’を意昧していた。　jiraは‘招宴’の意でも使われて来たが，
ヱ9世紀になってgiro，　girarの連想的干渉から‘野外の宴’，‘遠足’へ意味変化しjも9に書き変
えられた。現代語ではgiro‘回るこどに一屑密接に結びついた‘周遊・巡回旅行’の意味に多く
使用される。又jiraも同じ‘旅行’の意義をgiraから採用して語形を圓復した結果，　gira－jira
の同音異綴の衝突を起している8）。なお上記とは別に，v’a－v！◎対立たるgira！giroいずれも
：旋回’が存在する。共にgirarの動詞的意味をもった派生語であるが，－a形は稀用語でg圭r◎も
《 濾転’よりも他の転義で用いられる場合が多い。
ユ
2
3
4．
5
ρ
0
7
〔注〕
cerasusくgr．κ6ρασ09桜杉ヒ木’はfi6vτogにある地名Kερcrσougから出たという。
Garcia　de　Diegoはhigoく1at．　ficumとしている。D．E．E．H．　P．323＆764
その他に，珍らしいケースとしてmoda琉行’／modo　c方法’がある。共に1at・modusに遡るが前者は
fr．　modeから借用したもので18世紀以降併存している。
B．C．2世紀頃から強勢長母音＋単子音に対し短母音＋重子音の形が現われ始め共存するのが常であった。
v．gr．11tus，　littus；lltera　IIttera；ctipa，　cUppa－」．　GuilI6n：Grarnatica　Latina，　P．628
duela海ueloでは後者の語源はラテン語の異なる藷である。　duela踊板’くfr．　ant．　douelle　t桶板’；duelo
L映斗’くlat・duellum＝・・bellum　t斗い’，2・t悲嘆’＜lat．　dolus　t不実’
R．Lapesa：Historia　de　Ia　lengua　espafiola．　P．33
Maria　Molinerはbatueco　t無受精の卵’から遡及した連想還元語と考える。またbatuecoには糊抜
けな’の意があり，同時las　Batuecas（サラマンカ州山中の文化的に遅れた地方）の形容詞である。
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　　　一D．UE．　I　P．360
8．M．　Molinerは．　D．U．E．III　p．190に亙icimos　una　jira　por　Italiaの例文を挙げている。DR．A．はこの語
　　　義にはgiraのみを認めている。
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